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課題名：九州地域の人工林での帯状伐採等が多面的機能に及ぼす科学的評価と林業的評価を考慮した取り

扱い手法の提示 
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１．目的 

九州地域の国有林で定着しつつある誘導伐・密着造林は、確実な植林の実施、木材生産と公益的機能の

両立に対応できる施業であると考える。しかしながら、森林伐採が公益的機能等多面的機能に及ぼす影響

に関する科学的根拠は必ずしも明らかにされていない。 

九州地域で実施されている伐採方法のうち、とくに帯状伐採を主眼に、伐採による森林環境改変や生物

相変動の測定等を通じて、林地保全や生物多様性保全等の多面的機能の評価手法の開発を行うとともに、

低コスト化を図る新たな取り組みである誘導伐・密着造林について、地拵えやコンテナ苗植栽等の更新初

期における各種作業の実態を把握した上で、より良い作業への改善について提言する。 

 

２．全期間における研究成果の概要 

樹高の２倍の幅で伐採した帯状区とそれより広い幅で伐採した皆伐区という伐採幅の異なる二つの伐採

地内で、いくつかの森林機能の時空間的変化を調査した。帯状区内の日射量や地温は伐採後、残存林縁か

らの距離によって違っており、伐採に伴う変化量は皆伐区より小さかった。一方、地表の土砂移動は、伐

採後どちらの区とも増加し伐採幅による違いははっきりしなかった。また、土壌中の窒素移動は伐採後、

残存林縁から離れるに従って増加傾向にあった。 

空中を浮遊する菌類相や甲虫相は伐採に伴い変化したが、プロジェクト期間中には植栽木に深刻な被害

を及ぼす病虫害の発生はなかった。森林棲昆虫類は伐採後激減したが、帯状区での減少割合は皆伐区より

小さかった。伐採後の植生再生は残存林縁に近い場所ほど少なく、帯状区の再生植生量は皆伐区より明ら

かに少なかった。 

調査結果は、残存林縁の影響が及ぶ範囲が皆伐区より大きい帯状区では伐採による森林機能の変化は抑

制されていることを示すと考えられた。 

伐採後の末木枝条残置は、先駆性木本種の発芽や萌芽再生に対して発生・成長抑制効果より乾燥回避等

による保護効果があることがわかった。また、コンテナ苗植栽における植栽時期の違いは初期の活着率に

影響を与えないことが明らかになった。 

本プロジェクトで調査した帯状伐採のコストと生産性を列状間伐と比較した結果、コストは列状間伐の

平均をやや上回ったが生産性は高くなり、総合的には良好であると評価できた。 
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５．評価結果の概要 

本年度に計画された研究項目と研究内容は確実に実施されていた。伐採時期が当初計画より遅れたこと

から、本年度の一年間で伐採後のデータ収集を行う必要があったが、積極的に調査研究に取り組み、十分

なデータ収集ができていた。得られた成果は、伐採直後の評価のみに限定されるものの、普及性の高い多

くの成果を含んでいると判断された。特に、林地の物理環境、窒素循環、および植生回復に関する評価に

優れた成果が認められる。「帯状伐採の多面的機能への影響評価」については、植栽木の成長に伴うデー

タ収集を、さらに継続して行うことを期待する。 

 
６．評価において指摘された事項への対応 

伐採全体の評価には再造林後の森林機能の回復過程まで含めて評価を行う必要がある。さらに他地域

でより使いやすい伐採の影響評価手法とするためにはより一般化した評価モデルを作ることが必要であ

る。そのため、回復過程まで含めた伐採の影響評価モデル構築と伐採の総合評価を行う課題を交付金プ

ロジェクト１に応募中である。 

 

  

 


